
  

 

 

 

 

 

 

“心を込めた“あいさつが響く毎日に 
 新年度がスタートして２カ月。私は、可能な限り、朝、４か所ある校門に、日替わりで

場所を替えて立ち、子どもたちが登校してくるのを迎えています。遠くから「おはようご

ざいます」とあいさつをする子、私に近づいてから目を見て「おはようございます」と言

い終えて頭を下げる子、私から「おはよう」と声をかけると、あいさつを返す子がいます。 

 また、５月 20日に行われた今年度第１回代表委員会・児童会総会で、今年度の重点目標

の一つである「すすんでにこにこあいさ２をする」ことが承認されました。学校を挙げて

あいさつの向上に取り組むということが確認されました。これは本校で取り組んでいる「三

暘しぐさ」の一つ「『ニコニコあい （愛）さ ２』笑顔 いっぱい のあいさつ で 気持ち

の通う学校をつくろう」につながる目標であり、まだまだ達成していないから取り組みた

いという理由の説明がありました。 

 ここで改めて，「心をこめて」挨拶をするにはどうしたらよいのでしょうか。ヒントを

探るべく，まず「挨拶（あいさつ）」という漢字の意味を調べてみました。 

「挨（あい）」・・・押す（心をひらく），「拶（さつ）」・・・迫る（心に近づく） 

➡「挨拶」：自分の心を開いて、相手の心に近づいていく 

（出典：https://sogosight.com/archives/266.html） 

と記されていました。自分の心を開く＝自分からという形を目指すことになりそうですが，

私自身の小学生の時のことを思い出してみると，とてもハードルが高いように思います。

大人でも自分から声をかけるには勇気が必要です。まして子どもなら，なおさらです。そ

こで，できる人は自分から，できない場合でも，あいさつをされたら，必ず返すことを意

識していくことが大切だと考えました。加えて、せっかく挨拶をするのですから相手の目

を見て、「笑顔で」を心がけてみませんか。一人ひとりがちょっとだけ意識することで、

その笑顔がつながっていき、大きな笑顔の輪になっていくのだと思います。 

是非，“心を込めたあいさつ”についてご家庭でも話題にしていただきたいと思います。 

 

 最後に、ひとつエピソードを紹介します。 

 ある日の朝、その日私は、校門に立つことができず昇降口のホールにいました。私を見

つけた一人の児童（４年生の女子）が立ち止まって、私に「おはようございます」と頭を

下げてくれたのです。私は嬉しくなって、思わず通り過ぎようとするその児童を呼び止め

て、学年と名前を聞きました。そして、そのことを担任に伝えました。すると担任は早速

教室で紹介していました。何気ない日常の一コマですが、朝から気持ちがとても温かくな

りました。あいさつっていいな、三暘しぐさっていいな、そしてそれを当たり前のように

できる児童がいるっていいなと思いました。       

       （文責 校長） 
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◇お子さんの様子を共有しながら。 

先日の個人面談では、お子さんの様子を語り合うことができ
ました。ありがとうございました。今後とも情報を共有しなが
ら、子どもたちの成長を一緒に支援していきたいと思います。 
また、学校には、保護者の方から、地域の方から登下校中や

放課後の過ごし方について連絡が入ります。気になる様子は、
その都度お知らせし、対応していきますので、ご協力よろしく
お願いします。 

◇6/28（土）授業参観 PTA 研修会お待ちしています。 

 1 時間目に授業参観・２～3 時間目に PTA 研修会を予定し
ています。ぜひ多くのご参加お待ちしています。 
 

【1年】 鶴岡公園探検 
花と生き物をみつけたよ！ 

【２年】1年生と 
学校たんけん 

【５年】家庭科スタート！ 
 ゆで野菜の調理実習 

 

【６年】修学旅行 
震災遺構を訪ねて 

【４年】雨にも負けず 
踊ったよ！ 

【３年】リコーダー講習会 
いい音が響いたね。 


